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3 月 定 例 会　
2月28日～3月18日　20日間

会　期
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議案第1号 ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ※ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

議案第 3号 ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ※ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

議案第 5号 ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ※ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

議案第 6号 ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ※ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

議案第26号 ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ※ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
○…賛成　×…反対　※…議長は採決に加わりません。

番 号 件　　　　名 結 果

第 1号 令和 2年度射水市一般会計予算 可決

第 2 号 令和 2年度射水市国民健康保険事業特別会計予
算 可決

第 3号 令和 2年度射水市後期高齢者医療事業特別会計予
算 可決

第 4号 令和 2年度射水市介護保険事業特別会計予算 可決

第 5 号 令和 2年度射水市水道事業会計予算 可決

第 6 号 令和 2年度射水市下水道事業会計予算 可決

第 7号 令和 2年度射水市病院事業会計予算 可決

第 8号 令和元年度射水市一般会計補正予算（第 5号） 可決

第 9 号 令和元年度射水市国民健康保険事業特別会計補
正予算（第 3号） 可決

第１０号 令和元年度射水市後期高齢者医療事業特別会計
補正予算（第 3号） 可決

第１１号 令和元年度射水市介護保険事業特別会計補正予
算（第 4号） 可決

第１２号 令和元年度射水市下水道事業会計補正予算（第 3号） 可決

第１３号 射水市職員の給与に関する条例の一部改正につい
て 可決

第１４号 射水市行政不服審査法施行条例の一部改正につ
いて 可決

第１５号 射水市固定資産評価審査委員会条例の一部改正
について 可決

第１６号 射水市債権管理条例の一部改正について 可決

第１７号 射水市印鑑条例の一部改正について 可決

第１８号 射水市地域包括支援センターの人員等に関する
基準を定める条例の一部改正について 可決

第１９号 射水市介護保険条例の一部改正について 可決

第２０号 射水市立保育園条例の一部改正について 可決

第２１号

射水市行政手続における特定の個人を識別する
ための番号の利用等に関する法律に基づく個人
番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条
例の一部改正について

可決

第２２号 射水市営住宅条例等の一部改正について 可決

番 号 件　　　　名 結 果

第１号
専決処分の報告について（令和元年専決処分第
５号　和解及び損害賠償額の決定）

－

番 号 件　　　　名 結 果

第 1号
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることに
ついて

異議
なき
旨答申

第 2号
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることに
ついて

異議
なき
旨答申

第 3号
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることに
ついて

異議
なき
旨答申

番 号 件　　　　名 結 果

第２３号
射水市水道事業の設置等に関する条例及び射水
市下水道事業の設置等に関する条例の一部改正
について

可決

第２４号 射水市病院事業の設置等に関する条例の一部改
正について 可決

第２５号 射水市監査委員条例の一部改正について 可決

第２６号 射水市ふれあいサロン条例の廃止について 可決

第２７号 動産の取得について（（仮称）複合交流施設什器
（厨房機器）） 可決

第２８号 海竜スポーツランド熱源更新工事請負契約につ
いて 可決

第２９号 射水市本江コミュニティセンター改築（建築主
体）工事請負契約の一部変更について 可決

第３０号 字の区域の変更について 可決

第３１号 指定管理者の指定について（コミュニティセン
ター13施設） 可決

第３２号 損害賠償額の決定について 可決

［議　案］ 32件

［報　告］ 1件

［諮　問］ 3件

【議員別賛否一覧／賛成と反対の双方があった議案等について掲載】

議決結果一覧表
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令和2年度当初予算が決まりました
令和２年３月議会において令和２年度当初予算が可決されました。一般会計予算は423億6,400万円

となり、前年度と比べて７億8,100万円の減（▲1.8％）となっています。市の発展、成長や人口増に
つながる施策と合わせて、健全な財政運営を推進するための行財政改革の取組など、さまざまな事業が
行われますが、ここでは、令和２年度に実施予定の新規事業や施策などに関連して、昨年中に議会から
質問や提案を行っていたものを中心にご紹介します。

台北市士林区との交流などを推進
448.4万円

介護・保育従事者への奨学資金貸与
630万円

外国人児童生徒への支援
141万円

プラスチック資源循環推進
163.9万円

● 言語聴覚士（正職）を採用 ●

　令和元年度に友好交流協力に関する覚書を締結
した台湾の台北市士林区との交流を推進するため、
国際交流コーディネーターの配置や市内団体など
が士林区へ訪問する際の費用助成などを行います。

　市内の介護事業所または保育園などで勤務しよ
うとする学生に奨学資金を貸与します。なお、市内
で一定期間勤務した場合は返済を全額免除します。

　外国人相談員を増員します。また、今年度から
新たに市内小中学校へＡＩ通訳機を導入します。

　市内におけるプラスチック発生量などの基礎調
査を行うとともに、有識者や市民団体などで構成
する、資源循環に関する検討会を設置します。

　昨年開催した議会報告会において、発達障害の
子どもに対する支援の拡充を求める声が多くあり
ましたが、４月か
ら正規職員の言語
聴覚士を配置し、
幼児ことばの教室
での言語訓練や保
護者への支援など
を行います。

こんな質問・提案をしていました

こんな質問・提案をしていました

こんな質問・提案をしていました

こんな質問・提案をしていました

Ｑ　士林区との覚書の締結は今後の国際交流施策
に弾みをつけるものとなるのではないか。

Ａ　今回の覚書の締結を市民が国際理解を深める
きっかけとするとともに、今後は幅広い分野で
交流を進め、交流人口の拡大や地域活性化につ
なげたい。

Ｑ　介護職員や保育士を確保するための奨学資金
制度を創設できないか。

Ａ　福祉・介護サービス分野に従事する人材の確保
に効果が期待できるものと考える。すでに実施
している奨学資金制度の中で検討していきたい。

Ｑ　外国人児童生徒に対する適切な教育や受け入
れ体制の整備がますます重要になってくるので
はないか。

Ａ　外国人児童生徒が「射水に来てよかった。好き
になった」と言える環境づくりに努めていきたい。

Ｑ　国際的にも問題になっている海洋プラスチッ
ク問題に今後どのように取り組むのか。

Ａ　プラスチックごみの海への流出を抑えるため、
これまで取り組んできたプラスチックの排出抑
制、資源循環、回収をさらに推進していく。

ひきこもり支援対策
197.1万円

　当事者や家族を支援するため、相談窓口の設置や
サポーターの養成、居場所の提供などを行います。

こんな質問・提案をしていました

Ｑ　行政における相談窓口の明確化が必要ではない
か。また、当事者や家族が安心して心を休めら
れる居場所づくりについてどのように考えるか。

Ａ　まずはひきこもりサポーターの養成などを行いな
がら、相談しやすい専門相談窓口や、当事者や家
族のニーズに合った居場所のあり方を検討していく。

▲昨年開催した議会報告会の様子

ここに掲載してあるもののほか、予算の詳しい内容については市ホームページをご覧ください
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代表質問

今回示された第２次総
合計画後期実施計画及び財政
見通しにおいて、本市の将来
像をどのように見据え、第３次
総合計画につなげていくのか。

今後４年間は第２次総
合計画の総決算の期間として、
本市が重点的に進めてきた子
育て支援や安全安心なまちづ
くり事業などのソフト事業に引
き続き取り組むとともに、施設
については再編、保全・長寿
命化を基本としつつ、将来の
まちづくりに必要な施設整備
にはしっかりと対応するなど、
限られた財源の中にあっても
バランス感覚を重視しながら、
基本計画に掲げた施策を着実
に推進する。また、この４年間
をこれまで取り組んできた施
策の検証期間としても位置付
け、市民満足度を高めるため
のアンケート調査や対話によ
る意見なども踏まえ、第３次総
合計画の策定に取り組む。

「2019年度全国体力テ
スト」の結果によると、小中学
生の体力が低下しているよう
だが、どのような対策に取り組
むのか。

本市では幼児期からの
体力向上に向けた取組などに
より、児童生徒の体力・運動能
力は近年少しずつ向上の兆し
がみられる。今後とも、遊びや
運動、スポーツに親しみ、積極
的に体を動かす機会を確保す
るための環境整備や支援体制
の充実に努めたい。

市民病院における減価
償却費の推移及び中長期の財
政計画について問う。

減価償却費は、平成26
年度から３か年の継続事業と
して診療棟耐震化整備事業を
行い建物や器械・備品を取得
したことで、毎年約４億円を計
上しているが、器械・備品の償
却年数が主に５年であるため、
令和２年度で一旦減少すると
見込んでいる。病院事業にお
いては、２年ごとに実施される
診療報酬改定により、収益の
多くを占める医業収益に大き
な影響を受けることから、機器
の計画的な更新なども盛り込
んだ５年程度の財政見通しを
立てながら計画的な病院経営
に取り組んでいる。

3 月 定 例 会 皆さんの生活にかかわる大切な事柄について、市長その他の執行機関から報告や
説明を求めました。内容をダイジェストで紹介します。

【自民党新政会】

  高橋 久和 議員

その他の質問
●令和２年度予算について

●新型コロナウイルス感染症への対応について

●「第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略」について

●小中学校におけるＩＣＴ教育環境の整備について

●生活支援の充実策（8050問題への対応）について

●城端線・氷見線のＬＲＴ化の検討に関して

●豪雨などによる河川氾濫に備えて

●これからの農業施策について

問① ▶

問② ▶

問③ ▶

答 ▶

答 ▶

答 ▶

総合計画後期実施計画及び財政見
通しから見える本市の将来像につ
いて

市民病院の経営について

児童生徒の体力低下への対応につ
いて

1

2

3
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代表質問

全国体力テストの結果
を受け、学校や地域において
児童生徒の体力増進にどのよ
うに取り組むのか。

現在、小学校では体力
向上研究会を開催、中学校へ
は部活動指導員などを派遣し
ているほか、小中学校ともに専
門的指導者を派遣し、教員の
指導力向上を図っている。ま
た、地域では市内の総合型地
域スポーツクラブが開催する
スポーツ教室やスポーツ少年
団の活動支援などを行ってい
る。今後も児童生徒の体力の
向上と運動習慣の確立に向け
た取組を一層推進したい。

民法の改正により成年
年齢が20歳から18歳に引き下
げられるが、成人式の対象年
齢や実施時期はどうするのか。

新成人の意向をはじめ
多様な意見を参考に、令和２年
度中を目途に方針を決定したい。

市民病院では新型コロ
ナウイルスに感染した疑いの
ある患者の受け入れをどのよ
うに考えているのか。

感染した疑いのある患
者が受診した場合の動線など
を他の患者と別にできるよう
体制を整えたところである。今
後、県内で新型コロナウイルス

感染症が発生し、県内の感染
症指定医療機関のみでの受け
入れが困難となった場合には、
県の要請に応じ速やかに「帰
国者・接触者外来」を設置し、
診察に当たる。

旧新湊庁舎跡地に整備
しているクロスベイ新湊のオー
プンに向け、どのようなこと
を考えているのか。

オープニングイベント
では２階コンベンションホール
を利用したキャラクターショー
や屋外大通りでのマルシェな
どの開催を検討しているほか、
クロスベイ新湊の整備に合わ
せて組織された新湊地区まち
づくり協議会の会員や地域に
よる新たな取組が行われるも
のと期待している。また、協議
会の専門部会では年間を通し

て賑わいを創出するイベントな
どの開催についても協議され
ている。多くの来場者を迎え
入れる交流拠点として活用さ
れるよう取り組んでいきたい。

今後市民後見人をどの
ように増やしていくのか。

市民後見人養成講座の
ＰＲに努めるとともに、市民後
見人バンク登録者のスキル維
持、向上を図るため、呉西地
区成年後見センターと連携し、
フォローアップ研修を実施す
るなど、市民後見人の増加や
質の確保に努める。

【自民議員会】

  津田 信人 議員

その他の質問
●令和２年度予算について

●教育用パソコン及びタブレット端末の導入について

●市民病院における災害時非常用電源の確保について

●都市計画マスタープランに描かれた今後のまちづ
くり

●目まぐるしく変わる農業政策

●消防組織の広域化への考え

問① ▶

問② ▶

問③ ▶

問④ ▶

問⑤ ▶

答 ▶

答 ▶

答 ▶

答 ▶

答 ▶

全国体力テストの結果を受けて1

成人の日2023年問題2

新型コロナウイルス感染症疑い患
者の受け入れについて

3

クロスベイ新湊オープンに向けて
の考え

4

成年後見制度について5
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一般質問

一般質問

一般質問

富山新港東埋立地に整備を
予定しているフットボールセンターの
基本計画に対し、どのような要望を聞
いているのか。

計画内容について市サッカー
協会と協議したところ、北信越レベルの
大会などを誘致するため、ロッカールー
ムの増室を始めとしたクラブハウス機能
の充実について要望が出された。海竜ス
ポーツランドなど近隣のスポーツ施設と
の連携や現在取り組んでいる基本設計
の中で、財源の確保とあわせて検討する。

帆船海王丸を今後どのよう
に活用していくのか。

今後も伏木富山港・海王丸
財団が行う一般公開や海洋教室など
による海事思想の普及や青少年の健
全育成が図られるよう努めるととも

に、県内有数の観光施設である海王
丸パークのシンボルとして一層観光
振興に活用していく。

大島中央公園内に整備され
た「遊ぼ～館」のような施設を、施設
の統廃合に伴う既存施設の活用など
で整備できないか。

公共施設の再編、統合に伴
い生じた既存施設を利活用した屋内
遊具施設の整備については、立地条件、
利用ニーズ、施設の改修費などを踏ま
え、公共施設の跡地利用検討委員会
で提案するなどして検討していきたい。

高齢者の孤立をどのように
防止していくのか伺う。

ケアネットなどの見守りに
加え、地域支え合いネットワーク事
業をさらに推進し、孤立が心配され
る高齢者の情報を地域、関係機関及
び行政が緊密に共有することで、個
別の状況に応じて、地域での社会参
加や必要な生活支援へとつなげるよ
う働きかけていく。

地域で高齢者の世話をする
地域ボランティアなどの担い手をど
のように確保していくのか。

既に実施している生活支援の
担い手を育成する研修などを継続しな
がら、担い手確保に努めていく。

旧新湊庁舎跡地に整備して

いるクロスベイ新湊の敷地内に、施
設が閉館していても利用できる公衆
トイレを設置する必要があると考え
るが、見解を伺う。

クロスベイ新湊の開館時間
は午前９時から午後９時頃までとし、
休館日は年末年始のみとしたいと考
えており、開館時は施設のトイレを
利用してもらうことを想定している。
敷地内での公衆トイレの設置は、公
共交通ターミナルへの長距離バス誘
致の状況や、今後当地を訪れる来訪
者の声、既存のトイレ機能の配置状
況などを勘案しながら検討したい。

学籍や成績など複数の校務
情報を一元管理できる統合型校務支
援システムの導入により、具体的に
はどのように教員の長時間勤務の解
消に繋がるのか伺う。

校務事務ごとの入力作業の
重複を省き、情報をリンクできるな
ど、事務作業の効率化を図ることが
可能となるほか、教員間の情報共有、
事務作業に対する負担感の軽減、作
業ミスの防止などの様々なメリット
があり、教員の長時間勤務の削減に
効果があると考える。

10月から65歳未満の精神障
害者保健福祉手帳１級所持者の医療
費が無料となるが、本市における対
象者の数及び影響額を伺う。

平成31年４月１日現在の対

象者は26人であり、影響額は年額約
650万円になると試算している。

１級の手帳所持者のみ医療
費無料の対象とするのでは不十分と
の声が上がっている。３級までの拡
充が必要と考えるが、見解を伺う。

対象を３級の手帳所持者ま
で拡充する場合、本市の影響額は約
９千万円の負担となることが見込まれ、
実施は困難である。なお、精神障がい
者の医療費負担については、自立支援
医療制度の中ですでに一定程度の軽減
が図られていると考えている。

加治 宏規 議員

石黒 善隆 議員

小島 啓子 議員

その他の質問
●市内商店街について
●市営住宅と特定公共賃貸住宅について
●クロスベイ新湊について

その他の質問
●用水路、側溝での転落死亡事故へ
の対応について

その他の質問
●会計年度任用職員制度について
●コミュニティセンターの今後の対
応について

問① ▶

問①i▶

問② ▶

問①ii▶

問① ▶

問③ ▶

問② ▶

問②i▶

問②ii▶

答 ▶

答 ▶

答 ▶

答 ▶

答 ▶

答 ▶

答 ▶

答 ▶

答 ▶

（仮称）射水市フットボール
センターについて1

一人暮らし高齢者対策につ
いて1

統合型校務支援システム
導入事業について1

帆船海王丸について2

クロスベイ新湊敷地内に
公衆トイレの設置を2

重度精神障害者医療費の
無料化について2

遊ぼ～館について3
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一般質問

一般質問

一般質問

しているが、３つのダムのうち境川
ダムの建設目的、建設期間及び費用
について伺う。

境川ダムは洪水調節、特定
かんがい、水道用水、工業用水、発
電及び消流雪用水の確保を目的とす
る多目的ダムであり、県が昭和51年
度に着工し、385億円の費用をかけて
平成５年度に完成している。

境川ダムの建設費用は当初
出資金で負担していたと聞いている
が、現在はどのように負担している
のか。

ダム完成後の平成６年度か
ら平成15年度までは出資金として本
市から１億2551万４千円を出資して
いるが、出資金の対象であった資産
が減価償却費等として費用化される
こととなったため、平成16年度以降

は受水費で負担している。

境川ダムの建設費用を含め
た受水費の負担が本市水道事業の経
営に大きな影響を及ぼしているので
はないか。

財政状況に影響があること
から、受水費軽減に向けて、受水し
ている県西部４市が連携し、県に対
して要望・協議を重ね、将来にわた
り安定的な事業運営となるよう努め
る。

　

ポテンシャルを活かした40
年後・50年後の本市の未来ビジョン
をどのように描いているのか。

まずは第２期総合戦略で掲
げた40年後の目標人口7万２千人の達
成に向け、人口減少の克服と地域活
性化を目指すとともに、第３次総合
計画を構想する中で、本市の新たな
将来像を描いていきたい。

朝食を欠食する児童生徒の
割合は現在どのようになっているの
か。

令和元年度の統計資料では
小学生が0.7％、中学生が2.0％であ
り、平成26年度と比較すると小学生
は変化なし、中学生は0.1ポイントの
減少であった。児童生徒には家庭科

などの授業や「あったか家族応援プ
ロジェクト」の実施などを通じて食
育を啓発している。

第３次食育推進計画の策定
に今後どのように取り組むのか伺う。

人々のライフスタイルや価
値観の変化、社会や経済情勢の影響
による欠食や栄養バランスの乱れな
ど、健全な食生活の営みを阻む要因
が多い現代社会の中で、市民が食育
に関心を持ち、自ら実践するための
計画として策定し、より効果的な取
組となるよう推進していきたい。

高畑 吉成 議員

根木 武良 議員

山崎 晋次 議員

その他の質問
●障がい者に配慮した施設整備につ
いて

●パークゴルフ場の通年オープンに
ついて

●臨時休校期間中の対応について

その他の質問
●クロスベイ新湊について
●観光振興について

問①i▶

問①ii▶

問① ▶

問①iii▶

問②i▶

問②ii▶

答 ▶

答 ▶

答 ▶

答 ▶

答 ▶

答 ▶

東京オリンピック・パラリン
ピックについて1

水道事業について1

将来の射水市について1

学校における感染症対策
について2

食育推進計画について2

県の西部水道用水供給事業
では、３つのダムにより本市を含む
県西部４市の給水量を確保しようと

東京オリンピック・パラリ
ンピックを市民のスポーツ推進にど
のようにつなげていくのか。

この機会を捉えて、各種ス
ポーツ教室を積極的に展開し、市民
の誰もがスポーツに親しめるよう取
組を進める。

多文化共生社会の実現に
向け、東京オリンピック・パラリン
ピックをどのように活かすのか。

大会を契機に、互いの文
化や価値観の違いを理解できるよう、
引き続き射水市民国際交流協会や県
などと連携を図りながら、外国人住
民と共生する地域づくりに取り組む。

近年のインフルエンザ流行

期における小中学校の学級閉鎖の状
況は。

令和元年度（３月２日現
在）は９校で17学級となっている。
なお、国内の流行状況に応じて学級
閉鎖数も年度により変動している。

小中学校におけるインフル
エンザ感染防止の対策を伺う。

例年、国や県の通知に基づ
き、学校及び学校医などと連携しな
がら、児童生徒、教職員などの感染
予防に努めている。

問①i▶

問②i▶

問①ii▶
問②ii▶

答 ▶

答 ▶

答 ▶

答 ▶
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十
分
に
検
討
し
た
上
で
熱
源
の

方
式
を
変
更
す
る
の
か
。

　

特
に
コ
ス
ト
面
で
比
較
し
た
と

こ
ろ
、
現
行
の
方
式
で
は
空
冷
式

（
電
気
）
よ
り
も
工
事
費
が
高
く

な
り
、
ま
た
維
持
管
理
費
は
倍

程
度
と
な
る
た
め
、
空
冷
式
（
電

気
）
を
採
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

工
事
期
間
中
の
営

業
は
。

　

熱
源
を
切
り
替
え

る
時
期
の
み
３
週
間

程
度
休
館
す
る
。

常任委員会 本会議で委員会に付託された主な議案の審議内容や所管事務の報告事項に関する
概要を紹介します。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

議
案
８
件
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
９
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

ク
ロ
ス
ベ
イ
新
湊
で

  

飲
食
店
の
創
業
を
サ
ポ
ー
ト

 

（
議
案
第
27
号
）

海
竜
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
に

  

空
冷
式（
電
気
）の
熱
源
を
採
用

（
議
案
第
28
号
）

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

　
　

基
本
方
針
を
策
定

 

（
射
水
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）

小
杉
体
育
館
の
愛
称
が

   

「
ビ
ル
ト
・
プ
レ
イ
ズ

　
　
　

 

歌
の
森
体
育
館
」
に

　

旧
新
湊
庁
舎
跡
地
に
整
備
し
て

い
る
ク
ロ
ス
ベ
イ
新
湊
に
厨
房
機

器
を
整
備
す
る
。

◆
契
約
金
額　

２
８
０
５
万
円

◆
契
約
の
相
手
方

　

ホ
シ
ザ
キ
北
信
越
株
式
会
社　

　

高
岡
営
業
所

　

海
竜
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
の
熱
源

を
現
行
の
水
冷
式
か
ら
空
冷
式

（
電
気
）
に
更
新
す
る
。

◆
契
約
金
額　

３
億
３
２
２
０
万
円

◆
契
約
の
相
手
方　

菱
機
工
業
・

丸
芳
工
業
海
竜
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン

ド
熱
源
更
新
工
事
共
同
企
業
体

　

プ
ラ
ン
で
は
、
駅
や
商
業
施
設

な
ど
の
生
活
関
連
施
設
が
徒
歩
圏

内
で
あ
る
な
ど
一
定
の
要
件
を
満

た
す
３
箇
所
の
地
区
を
「
移
動
等

円
滑
化
促
進
地
区
」
と
定
め
た
。

　

小
杉
体
育
館
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
パ
ー
ト
ナ
ー
に
１
社
か
ら
応

募
が
あ
っ
た
。

◆
優
先
交
渉
提
案
者

　

株
式
会
社　

ビ
ル
ト
・
プ
レ
イ
ズ

◆
契
約
金
額　

１
１
０
万
円
／
年

　
ど
の
場
所
に
ど
の
よ
う
な
厨
房

機
器
を
整
備
す
る
の
か
。

　　

１
階
に
は
２
区
画
の
シ
ェ
ア

キ
ッ
チ
ン
を
整
備
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
区
画
に
オ
ー
ブ
ン
や
コ
ン
ロ
、

シ
ン
ク
、
冷
蔵
庫
な
ど
を
設
置
す

る
。
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン
は
将
来
飲

食
店
な
ど
を
創
業
し
た
い
方
が
開

業
に
向
け
て
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
う
場
所
と
し
た
い
。
ま
た
、

２
階
の
パ
ン
ト
リ
ー
に
は
、
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
の
料
理
の

提
供
に
加
え
て
、
例
え
ば
有
名
な

料
理
人
が
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
利
用

す
る
こ
と
を
想
定
し
、
オ
ー
ブ
ン

や
フ
ラ
イ
ヤ
ー
な
ど
を
設
け
る
。

　

移
動
等
円
滑
化
促
進
地
区
に
設

定
さ
れ
な
か
っ
た
地
域
で
も
バ
リ

ア
フ
リ
ー
に
取
り
組
む
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

促
進
地
区
内
外
に
か
か
わ
ら
ず
、

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
市
全
域
で
バ
リ

ア
フ
リ
ー
に
取
り
組
む
。

　

市
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
向
け
た

工
事
な
ど
の
事
業
を
行
う
場
合
、

国
な
ど
か
ら
助
成
は
受
け
ら
れ
る

の
か
。

　

事
業
に
よ
っ
て
は
交
付
税
措
置

の
あ
る
有
利
な
起
債
が
充
当
で
き

る
場
合
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

契
約
金
額
は
ど
の
よ
う
に
決
め

て
い
る
の
か
。

　

体
育
施
設
は
概
ね
延
床
面
積
で

金
額
を
算
出
し
て
い
る
。

　

今
後
、
体
育
施
設
以
外
の
公
共

施
設
へ
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
事
業

を
導
入
す
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

　

す
で
に
文
化
施
設
で
も
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
事
業
を
実
施
し
て
い

る
が
、
今
後
は
公
園
や
道
路
な
ど

へ
の
事
業
の
拡
充
に
つ
い
て
も
研

究
し
て
い
く
。

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

問問 答答
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民
生
病
院
常
任
委
員
会

議
案
17
件
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
17
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

射
水
市
立
保
育
園
条
例
の

　
　
　

  
一
部
改
正
に
つ
い
て

 
（
議
案
第
20
号
）

認
知
症
施
策
の

　
　
　
　

推
進
に
つ
い
て

第
２
次
射
水
市
健
康
増
進

　
　

 

プ
ラ
ン（
案
）に
つ
い
て

産
後
夫
婦
家
事
サ
ポ
ー
ト

　
　
　
　
　

  

事
業
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
４
月
に
新
湊
保
育
園

及
び
新
湊
西
部
保
育
園
を
統
合
し

民
営
化
す
る
こ
と
に
伴
い
、
本
市

条
例
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。

　

認
知
症
の
予
備
群
と
言
わ
れ
る

軽
度
認
知
障
害
を
早
期
に
発
見
す

る
た
め
、
認
知
機
能
検
診
を
実
施

す
る
。
受
診
者
に
は
二
次
医
療
機

関
へ
の
紹
介
や
介
護
予
防
事
業
へ

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
う
な

ど
、
高
齢
者
の
認
知
症
予
防
の
取

組
を
推
進
す
る
。

　

急
激
な
少
子
高
齢
化
や
生
活
習

慣
病
が
増
加
す
る
中
、
全
て
の
市
民

が
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
や
か
で
こ
こ

ろ
豊
か
に
生
活
し
て
い
く
た
め
に
は
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
み
、
そ
れ
を
社
会
全
体
で
支

援
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
今
年

度
同
プ
ラ
ン
が
最
終
評
価
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
健
康
づ
く
り
を
推
進
す

る
行
動
計
画
と
し
て
「
第
２
次
射
水

市
健
康
増
進
プ
ラ
ン
」
を
策
定
す
る
。

　

産
後
２
か
月
ま
で
は
母
体
へ
の

負
担
が
大
き
く
心
身
と
も
に
不
安

定
に
な
り
や
す
い
時
期
に
、
県
の

新
規
モ
デ
ル
事
業
を
利
用
し
、
ヘ

ル
パ
ー
を
派
遣
し
家
事
・
育
児
支

援
を
行
う
こ
と
で
、
母
体
の
負
担

軽
減
を
図
り
、
産
後
の
う
つ
予
防

を
図
る
と
と
も
に
、
夫
婦
の
こ
ど

も
へ
の
愛
着
形
成
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

　
保
育
園
を
民
営
化
す
る
メ
リ
ッ

ト
は
何
か
。

　　

公
立
保
育
園
を
統
合
・
民
営
化

し
、
認
定
こ
ど
も
園
の
新
湊
う
み

い
ろ
こ
ど
も
園
と
な
る
。
認
定
こ

ど
も
園
で
は
、
保
護
者
の
就
労
状

況
に
か
か
わ
ら
ず
子
ど
も
を
預
か

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
６５
歳
以
上
の
対
象
者
に
ど
の
よ

う
に
し
て
周
知
す
る
の
か
。

　

市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
出
前

講
座
（
脳
い
き
い
き
健
康
講
座
）

な
ど
で
周
知
を
図
る
。
高
齢
者
の

運
転
免
許
証
更
新
時
の
認
知
機
能

検
査
の
機
会
も
活
用
を
検
討
し
て

い
る
。
ま
た
、
か
か
り
つ
け
医
か

ら
の
受
診
勧
奨
も
想
定
し
て
お
り
、

サ
ポ
ー
ト
医
と
の
連
携
が
重
要
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

が
ん
検
診
な
ど
の
受
診
率
向
上

の
た
め
ど
の
よ
う
な
取
組
を
し
て

い
る
の
か
。

　

未
受
診
者
へ
の
受
診
勧
奨
を
行

う
と
と
も
に
、
受
診
し
や
す
い
環

境
を
整
え
る
た
め
ウ
ェ
ブ
予
約
の

受
付
な
ど
も
取
り
入
れ
て
い
る
。

ま
た
、
今
後
は
が
ん
検
診
な
ど
の

受
診
を
躊
躇
し
て
い
る
市
民
に
対

す
る
啓
発
も
施
策
の
中
で
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
制
度
は
ど
の
よ
う
に
し
て

周
知
す
る
の
か
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
に
妊
娠
届
を
提

出
に
来
る
際
に
母
子
保
健
の
各
種

チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
い
る
。
そ
の

中
に
こ
の
制
度
の
チ
ラ
シ
も
入
れ

る
と
と
も
に
、
説
明
を
行
う
予
定

に
し
て
い
る
。

問

問

問

問

答

答

答

答
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

議
案
５
件
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
８
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

射
水
市
営
住
宅
条
例
等
の

　
　
　
　
　
　
　

 

一
部
改
正

 

（
議
案
第
22
号
）

不
法
係
留
船
の

　
　
　

解
消
に
向
け
て

水
道
事
業

　
　
　

ビ
ジ
ョ
ン
の
見
直
し

下
水
道
事
業

　
　
　

ビ
ジ
ョ
ン
の
見
直
し

（
議
案
等
の
概
要
）

・
滞
納
家
賃
等
の
弁
済
に
敷
金
を

充
て
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
明

文
化

・
不
正
入
居
者
に
住
宅
の
明
渡
し

を
請
求
す
る
際
の
利
息
見
直
し

・
立
町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
一

部
を
市
営
住
宅
に
用
途
変
更

　
立
町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
に
つ

い
て
、
一
部
を
市
営
住
宅
に
用
途

変
更
す
る
が
、
入
居
率
向
上
に
向

け
た
Ｐ
Ｒ
方
法
は
。

　　

従
来
の
方
法
に
加
え
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
や

「
ち
ゃ
い
る.com

（
ど
っ
と
こ
む
）」

等
の
新
た
な
周
知

方
法
も
検
討
し
て

Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。

問答

　

新
湊
地
区
に
お
け
る
不
法
係
留

船
を
解
消
し
、
河
川
等
の
利
用
に

係
る
秩
序
の
確
立
と
河
川
の
治
水

安
全
度
の
向
上
を
図
る
。

【
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

　

令
和
２
年
３
月

　
　

不
法
係
留
船
対
策
に
係
る

　
　

計
画
書
の
決
定
、
公
表

　

令
和
２
年
９
月

　
　

重
点
的
撤
去
区
域
の
設
定
及

　

び
放
置
等
禁
止
区
域
の
指
定

　

令
和
２
年
10
月
以
降

　
　

保
管
施
設
へ
の
誘
導
を
促
す

　
　

個
別
指
導
の
強
化

　

水
道
事
業
が
将
来
に
わ
た
り
安

定
的
に
事
業
を
継
続
し
て
い
く
た

め
、
現
状
分
析
と
将
来
予
測
を
実

施
し
明
確
な
将
来
像
を
掲
げ
た
新

た
な
「
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

策
定
す
る
。

【
計
画
期
間

：

令
和
２
～
10
年
度
】

　

下
水
道
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
的
か

つ
安
定
的
に
提
供
す
る
た
め
、
現

状
分
析
と
将
来
予
測
を
実
施
し
、

今
後
取
り
組
む
べ
き
課
題
や
方
向

性
を
示
す
、
新
た
な
「
下
水
道
事

業
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
す
る
。

【
計
画
期
間

：

令
和
２
～
10
年
度
】

　

対
策
に
よ
り
、
不
法
係
留
し
て

い
る
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
は
マ

リ
ー
ナ
へ
移
設
さ
れ
る
の
か
。

　

内
川
の
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
や
マ

リ
ー
ナ
へ
の
誘
導
に
つ
い
て
、
県

と
連
携
し
周
知
啓
発
に
努
め
る
。

　

管
路
の
耐
震
適
合
率
７９
．
７
％

と
の
こ
と
だ
が
、
レ
ベ
ル
2
の
震

度
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば

よ
い
か
。

　

近
年
の
大
規
模
地
震
の
発
生
に

よ
り
レ
ベ
ル
２
基
準
と
な
り
、
最

大
値
で
あ
る
震
度
７
を
大
規
模
地

震
と
し
て
い
る
。
頻
発
す
る
地
震

に
耐
え
ら
れ
る
構
造
だ
と
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

　

積
極
的
な
値
上
げ
を
言
う
わ
け

で
は
な
い
が
、
使
用
料
は
上
げ
ざ

る
を
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

将
来
的
に
、
耐
用
年
数
ど
お
り

に
設
備
更
新
す
る
と
単
年
度
で
数

十
億
円
の
費
用
が
か
か
る
。

　

施
設
の
長
寿
命
化
や
年
間
投
資

額
の
平
準
化
を
図
っ
て
も
現
状
の

使
用
料
収
入
で
は
ま
か
な
え
な
い

も
の
と
感
じ
て
い
る
。

問

問

問

答

答

答
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予
算
特
別
委
員
会

令
和
２
年
度
射
水
市
一
般
会
計
予
算
（
議
案
第
1
号
）
及
び

令
和
元
年
度
射
水
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
5
号
）

（
議
案
第
8
号
）
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度

　

射
水
市
一
般
会
計
予
算

　

外
国
人
や
障
が
い
者
か
ら
の

　

 

消
防
へ
の
通
報
の
対
応
を
強
化

主
な
事
業

【
新
た
な
時
代
を
切
り
拓
く

　
　
　
　
　
　

い
み
ず
特
別
枠
】

〇
ひ
き
こ
も
り
支
援
対
策

〇
保
育
や
介
護
従
事
者
を
目
指
す

学
生
へ
の
奨
学
資
金
貸
与
制
度

の
創
設

〇
小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境

の
整
備　

な
ど

【
行
革
推
進
特
別
枠
】

〇
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
射
水
や
大
門
中

学
校
な
ど
公
共
施
設
の
長
寿
命

化　

な
ど

【
そ
の
他
】

　

〇
新
斎
場
の
整
備　

な
ど

歳
入
歳
出
の
予
算
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

４
２
３
億
６
４
０
０
万
円
と
す
る
も
の
。

　
令
和
2
年
度
に
導
入
す
る
シ

ス
テ
ム
や
機
器
な
ど
の
特
徴
は
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
画
面

か
ら
「
救
急
」
「
火
災
」
な
ど
を

選
ん
で
通
報
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の

ほ
か
、
外
国
人
か
ら
の
通
報
で
は
、

通
信
指
令
員
が
通
訳
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
に
つ
な
ぐ
こ
と
の
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
る
。

　

ま
た
、
携
帯
型
の
多
言
語
音

声
翻
訳
機
を
導
入
し
、
救
急
現

場
な
ど
で
外
国
人
と
の
円
滑
な

意
思
疎
通
を
図
る
。

議
会
改
革
特
別
委
員
会

◎
委
員
会
で
の
検
討
内
容

　

議
員
定
数
及
び
議
員
報
酬
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
こ
の
委

員
会
で
検
討
し
て
い
く
べ
き
課
題
な
ど

を
整
理
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
今
後
検
討
し
て
い
く
こ

と◆
通
年
議
会

◆
決
算
特
別
委
員
会
の
あ
り
方

◆
全
員
協
議
会
で
の
協
議
事
項
に

対
す
る
質
疑
の
場

【
議
員
定
数
・
議
員
報
酬
な
ど
】

〇
議
員
定
数
に
つ
い
て
、
6
月
定

例
会
を
目
途
に
方
向
性
を
ま
と

め
る
。

〇
議
員
報
酬
や
議
員
の
な
り
手
不

足
（
前
回
の
選
挙
が
無
投
票
）

問
題
も
議
員
定
数
と
関
連
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
議
員
定
数
と
あ

わ
せ
て
検
討
す
る
。

【
そ
の
他
】

〇
市
民
か
ら
の
意
見
を
聞
く
た
め
、

各
種
団
体
と
の
意
見
交
換
会
や
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
も
検
討

す
る
。

問

答

　

衛
生
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
　

規
模
を
縮
小

　
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
整

備
計
画
は
。

　

衛
生
セ
ン
タ
ー
は
施
設
が
老
朽

化
し
て
い
る
上
、
下
水
道
の
普
及

に
よ
り
、
し
尿
の
処
理
量
が
減
少

し
、
運
転
効
率
が
悪
化
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
規
模
を
縮
小
し
て
整

備
す
る
。
令
和
２
年
度
に
施
設
の

整
備
方
針
を
定
め
る
予
定
で
あ

る
。

問答

令
和
元
年
度

射
水
市
一
般
会
計
補
正
予
算

 

（
第
5
号
）（
議
案
第
8
号
）

　

保
育
園
児
な
ど
の

　
　

お
散
歩
コ
ー
ス
を
安
全
に

歳
入
歳
出
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
３
億
１
２

３
７
万
６
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総

額
を
４
４
３
億
３
１
１
９
万
３
千
円

と
す
る
も
の
。

　

保
育
園
児
な
ど
の
お
散
歩

コ
ー
ス
に
お
け
る
交
通
安
全
対

策
は
。

　

安
全
点
検
の
結
果
、
コ
ー
ス
が

変
更
で
き
な
い
な
ど
の
危
険
個
所

に
つ
い
て
、
注
意
喚
起
の
た
め
の

カ
ラ
ー
舗
装
化
や
路
面
標
示
の
ほ

か
、
標
識
や
看
板
を
設
置
し
て
い

く
。

問答

特別委員会 本会議で委員会に付託された主な議案の審議内容や所管事務の報告事項に関する
概要を紹介します。

3
月
10
日

3
月
16
日

3
月
17
日
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議 通会 信

●広報委員会［委員長］伊勢　  司  ［副委員長］中村  文隆
［委　員］瀧田  孝吉、石黒  善隆、吉野  省三、津田  信人、竹内美津子、奈田  安弘、高橋  久和

6月定例会は、
6月8日（月）から始まります

　会期日程は、決まり次第ホームページに
掲載します。
　詳しくは、議事調査課（TEL 51-6610）
までお問い合わせください。

３月定例会傍聴者数

　皆さんの傍聴をお待
ちしています。ご希望の
方は、議会開催日に　
本庁舎5階・議会事務局
までお越しください。

本会議 …… 28人
委員会 …… 26人

合計54人

中村　文隆 広報委員会副委員長

インターネットで議会映像や会議録をご覧になれます

議会映像の動画配信

本会議会議録の検索と閲覧

　今回の3月定例会では、多岐にわたる闊達な議論が交わされる中、いみず未来活力予算と題した新年度
予算が承認されました。しかし、会期中にも指摘された新型コロナウイルス感染症による市内中小企業並
びに小規模事業者への経済的打撃は甚大であり、国県だけでなく市においても手を差し伸べるべく新たな
施策や補正予算を組むことも念頭に議会としても取り組んで参ります。また、県内において発症者が発生
したことにより、様々な対応判断について新たなステージに突入しました。気を引き締めて事に当たりま
す。全国に緊急事態宣言が出される中、本市にも暗い影を落としている感染症の一刻も早い終息を願いつ
つ、市民の皆様方と共にこの苦難に打ち勝って参りましょう。

　本会議及び予算特別委員会の録画映像をパソコンやスマートフォン、タブレット端末などで視聴
できるインターネット配信を行っています。
　ケーブルテレビを視聴されていない方や議場に来て傍聴することができない方のため、また、見
たい時にいつでも気軽にみることができるインターネットの利点を生かし、積極的に情報提供を行
うことで、より「開かれた議会」「身近な議会」を目指します。

■会議名、議員名のほか、発言項目による　
キーワード検索ができます。

■配信対象は、平成28年３月定例会以降の　
本会議及び予算特別委員会です。

　本会議の内容を記録した会議録は定例会及び臨
時会ごとに作成されます。本会議の全ての内容が
記載されており、議会事務局や図書館、各地区セ
ンターで閲覧することができます。また、会議録
検索システムで、会議録の内容をキーワードや発
言者で検索し閲覧することができます。

射水市議会の
インターネット
中継（録画）は
こちらです

会議録検索システム
はこちらです。
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